
新型コロナウイルス感染症に関する問合せ・回答 

（R3.8.11受付分） 

47 コロナウイルス感染症対策について 

【問】 

 新型コロナウイルスは現在デルタ株に置き換わりが急激に進み、県では８月

８日から蔓延防止等重点措置区域に加え県版緊急事態宣言が出された所で

す。佐野市でも、県版の緊急事態宣言の発出中をお知らせするとともに、日

中も含め、外出は中止するといった強いお願いをしています。７月 30 日に

は、このデルタ株についてワクチン接種完了者であっても同株に感染した場

合に他者に感染させるリスクを指摘する声明を出し、また８月７日の時事通

信社の記事によればデルタ株はワクチンの効果が低く、重症化のリスクが高

くなるという調査結果を発表したと報道があります。 

 

①そこですでにワクチンを接種した方にも再度、感染防止対策として、引き

続きのマスク着用や、手指消毒の徹底などを行う必要があると考えます。

どのような啓発を今後行うか伺います。 

 

②またワクチン接種直後の経過観察時に啓発する事も有効と考えますが、当

局の見解を伺います。 

 

【答】 

① 

・注意喚起を目的としたチラシの配付 

8月 12日の新聞折り込みで、各家庭に配布いたしました。そのチラシの 

中で、ワクチン接種後も感染症対策を徹底するよう呼びかけています。 

このチラシを活用し、市のホームページや LINE等の活用、防災無線や広 

報車での周知活動をいたします。さのケーブルテレビでも放映中です。 

また、8月中に実施するワクチン接種会場でも、チラシを配付します。 

 

・街頭啓発の実施 

現在、県と合同での街頭啓発の日程を調整中であり、その際もワクチン接 

種後の感染対策を呼びかけてまいります。 

  

②ワクチン接種後の健康観察の時間を使い、「ワクチン接種後であっても感 

染予防を徹底すること」を啓発することは有効だと考えます。 

集団接種会場でチラシ配布し、周知してまいります。 

 

（感染症対策室 R3.8.12 回答） 

 


